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アラシム可シ｣と,全面的に軍隊 ･警察に依拠 した強気な姿勢で望むことを主張している｡ こ
れは,軍隊が支配装置の中核にあってあらゆる社会集団に強制力を発揮する存在であること
を2),自らの危機感を前に再確認したにすぎない｡ところで,彼は同時に ｢若シ今日ノ如クニ
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に忠実 ･勇敢 ･服従を強く求めている｡ しかし,たとえ軍隊が政府の ｢暴力装置｣であっても,
















































ノ急務ヲ控 ヒ,其他事々物々殆ント枚挙スルニ逗マアラス｡ 固二国家ノ多事言二忍 ヒサル
也｡而シテ,正理アルモ備然 トシテ之ヲ主張スル能ワス｡ 便宜アルモ断然 トシテ之 レヲ施
為スル能ワス｡ 奈何セン,有司者玄二周旋奔走セサルニ非スト難 トモ,之ヲ欧米各国二比
較スレ-遠ク三舎ヲ譲ル所以ノ者,蓋シ何 レノ点二左祖スルヤ｡ 是,畢尭我国権未夕十分
二振起セサルノ致ス所二非スシテ,将夕何ソヤ｡ 之 レヲ以テ,我国家ヲシテ欧米各国 卜対
時シ,永ク富岳ノ安キニ措ント欲スルモ,遂二能ワサル而巳ナラス,恐ク-反テ国家土崩
ノ禍ヲ将来二醸凝センコト,亦側度ス-カラス｡ 悪ンソ是 レー 毛以テ千鈎ノ重キヲ引クニ
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抑,明治元年ノ御誓文 卜同八年四月十四日ノ聖詔 ト-,我声聖文武ナル
天皇陛下ノ美徳二出テ,千載ノ下青央 〔史〕二重レテ朽チサル者ニシテ,今更余輩ノ頚讃



















































































































1890年 (明治23) 7月 1日に行われた選挙の結果,吉野は石坂呂孝 ･瀬戸岡為一郎 ら自由党
の前に敗北 した｡以後,松村は実業を志し,翌年に郷里の農民をっれて江差近郊の北海道檎山
郡館村城之岱 (覗,厚沢部町)に開墾移住する｡ しかし,1892年 (明治25)には,再び立候補 し
た吉野を応援するために帰郷 し,近藤勇五郎 (勇の養子)らと壮士グループを結成 した 9)｡政
府の選挙干渉も加わって自由党壮士との対抗は煽烈をきわめたが,またも吉野は落選する｡北
海道に戻った松村はしばらく開拓に専念するが,政治の世界から足を洗ったわけではなく,19














10)河野常吉 『北海道史人名字嚢』下 (北海道出版企画センタ ,ー1979年)395貢｡
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3年 (1862)の生まれと思われる｡ 教導団を卒業後,1880年 (明治13)3月22日に蛸垂兵伍長














































































































出身県は秋田 (65),岡山 (49),岩手 (42),鳥取 (38),千葉 (35),長野 (26),宮城 (22),育









日本略史 ･衛成勤務 ･野戦要務 ･数学 ･画図学などであったが4),読み書きに不自由な生徒も






































省は大供の意見を採用した｡すなわち,11月1日に近衛局 ･各鎮台 ･教導団に対 し,『東京日















































1)日本陸軍は1932年 (昭和6)まで下士官を下士と称していた (百瀬孝 『事典昭和戦前期の日本』
吉川弘文館,1990年,317貢)｡下士は三等級に階級が区分され,明治10年代前半の種類は,永井
和氏の整理にしたがうと,1.各兵科の (戦闘職)下士官 (歩兵 ･騎兵 ･砲兵･工兵･蛸壷兵の
各兵科曹長一軍曹一伍長),2.各兵科 (技術職)下士官 (各兵科の工長など諸工下士官と憲兵






























































































































年 (明治16)12月31日現在の在職は士官 (尉官)の場合,華族9名 ･士族1947名 ･平民329名で,
下士 (十一等以下)は華族3名 ･士族3344名 ･平民2686名となっている｡ ともあれ,軍にとっ














































･算術 (加減乗除)であったが,翌年の士官学校の入試科目は文学 (漢文･作文)･算術 (整分
















Ⅶ お わ り に
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候テ-如何哉 卜相談仕候処,早速同意致サレ候故,然ラ-来ル十九日当下宿ニテ議論可致
様決約仕,帰営後同輩之者工本日相談致候云々相語り候処,左ノ人名
及川富三郎 阪上庸之助 本間登入 日高藤太郎 岩井錠九郎 寺村辰三
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タル由｣との情報が,陸軍卿西郷従道から佐久間司令官に電報で送られた4)｡この情報は同月
14日に長野県大書記官鳥山季信から内務省警保局清浦杢吾に送られた報告にもとづくが,それ
によれば,藤波と杉本は旧岩村藩士族で,茨城 ･栃木 ･福島･宮城 ･山形を遊歴の後,9月20
日に新潟で開かれた北陸七州懇親会に参加しており5),それから高田をへて飯山町の鈴木治三
郎宅にしばらく滞在していた｡しかし ｢其挙動ヲ見ルニ粗暴過激ノ性質｣で,9月23日に加波
山で決起した富松正安との連絡をうかがわせ,宮城県の自由党員で蜂起に加わった者の名前を
承知しているとの語気であったという｡その後,彼らは東京方面に出発したが,追跡していた
密偵から10月12日に次のような通報が入ったという｡
宮城ノ件-,茨城ノ如キ,仙台ニハ有志無之候得共,仙台鎮台蛸重兵第二小隊付陸軍伍長
ママ
原竹五郎-,会計事務取扱ノ由ニテ,仙台漫遊中-親密ノ交際ヲナシ,原ノ言フニ-,僕
職ヲ陸軍二奉シ居レバ,余二従フ兵卒モ何人カアリ｡且,会計事務取扱居レ-,事業ヲ為
スニ於テ-幾分ノ資金,策略ヲ以テ得ル-実二容易ナリ｡故二十月中東北二事アレバ,仙
台二恩察致サレタシ｡仙台ナレバ僕 卜思察致サレタシト云へ居レリ｡ 6)
23日には陸軍卿から重ねて佐久間司令官に内達が発せられ,密偵の情報はあいまいで直ちに
信じがたいとしながらも,｢萄モ陸軍二従事スル者 トシテ,如斯風説有之候テ-,軍隊ノ体面
ニモ関係不少候二付,篤 卜取調可申出,且近来自由党員各地遊歴,過激二演説等二及ヒ,妨害
有之趣二相聞候間,尚一層各隊取締方法注意可致｣との指示を加えている｡これに対し,11月
11日に佐久間少将は原は藤波 ･杉本との関係を否認し続けているが調査は継続中と報告した｡
つづいて,翌12日に山県内務卿から西郷陸軍卿に送られた報告によると,藤波と杉本は長野
県内で警察に拘束されていたものの,証拠不十分で釈放されたことが伝えられている｡おそら
く加波山事件との関係が疑われたのであろう｡ しかし,山県は別紙として宮城県大書記官和連
字嘉から清浦警保局長に寄せられた報告書を添え,原が同じ鳥取県出身で仙台に寄留中の谷口
長吉なる人物と親密な関係があると伝えた｡和達は谷口について ｢自由説ヲ唱ルモ一定ノ主義
ニアラス｡且不品行ナレ-,区内-勿論其他二於テ人望毒モ無ク,他二事ヲ謀ラントスルモ,
之二応スル者更二無之｣と述べ,思想を同じくする者として原の名前をあげているが,彼らの
活動については ｢共謀スルモ,決シテ其目的ノ如ク為シ得ルモノニアラズ｡唯座上ノ戯談二過
キスト信認致候｣との判断を下している7)｡
原の活動は 『自由党史』のいう ｢東北的大動乱の陰謀｣に関連するものと考えられるが,同
志獲得の困難や当局の監視網強化のために身動きがとれず,結局のところ具体化に至らなかっ
たのであろう｡ なお,この直後の12月3日に摘発された飯田事件の場合,首謀者の一人である
八木重治は名古屋鎮台看護卒で,中島助四郎 ･福住大宣など軍隊内の同志を獲得したうえで6
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月30日に脱営し,鎮台乗っ取りなど挙兵計画に加わっている｡一種の反乱軍工作として注目で
きるだろうが,策略があまりに稚拙で失敗した｡そのはかにも自由党員は軍人との接触工作を
繰り返し試みたようだが,軍人の掌握は将兵を政治から隔離することに躍起になっていた軍当
局が常に先行していた｡そして,隊内における統制と監視がより強化されたことは,内部工作
をより困難にしたと思われる｡ただ,こうした自由党急進派の相互関係は不明な点が多く,今
後の課題といえよう｡
1)『自由党史』下 (岩波文庫,1958年)120-121貢｡田岡嶺雲 『明治叛臣伝』(青木文庫,1953年)
は秋田県旧自由党員石塚三五郎の次のような証言を紹介している｡
｢加波山の連中が期を恵まったもんだから,計画はめちゃめちゃになりました｡私は其時,秋田
の自由党を率ひて立っ積りで,国へ帰ったもんです｡其前にも,仙台で事を起す積りで,仙台鎮
台を焼く企をした事がありました｣(129-130貢)0
2)｢密事日記｣,陸軍省卿官房M16-2｡
3)『新聞集成明治編年史』第5巻 (明治編年史編纂会,1935年)237貢｡
4)｢密事日記｣,陸軍省卿官房M17-40
5)『自由党史』中 (岩波文庫,1958年)388貢｡
6)｢密事編冊｣,陸軍省卿官房M16-10
7)｢密事日記｣,陸軍省卿官房M17-4｡
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